
液体合成燃料製造の省エネルギー化 
燃料コストの低減と CO2 削減を目指して！ 
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１．背景 

カーボンニュートラルの実現に向けて、二酸化炭素（CO2）と再生可能由来電力からガソリンや軽油など

の代替となる液体合成燃料（e-fuel）を製造する技術が注目されています。カーボンニュートラル燃料技術セ

ンター（JPEC）と産業技術総合研究所（産総研）は、新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の支

援を受け、CO2 と水蒸気から液体合成燃料の原料となる合成ガス（水素と一酸化炭素の混合ガス）を製造す

る「SOEC（固体酸化物形電解セル）共電解」と、合成ガスから液体合成燃料を製造する「FT（フィッシャ

ー・トロプシュ）合成」を組み合わせた製造プロセスの研究を進めています。2024 年 12 月には、このプロ

セスでは国内初となる実証運転に成功しました。 

２．FT テールガス再利用の狙い 

CO2 から合成ガスを製造する工程では、多くの電力が必要です。そのため、液体合成燃料を実用化するに

は、製造プロセスの省エネルギー化が不可欠です。JPEC では、FT 合成の工程で発生する「FT テールガス」

に注目しました。このガスには、水素（H₂）、一酸化炭素（CO）、メタン（CH4）など、液体合成燃料の製造

に再利用できる成分が含まれています。本研究では、FT テールガスから合成ガスを製造し、再び FT 合成の

原料とすることで、製造プロセス全体のエネルギー消費を減らし、製造コストを低減するとともに、原料の

CO2 をすべて燃料に変えることを目指しています。（図 1） 

 
図 1. FT テールガスを再利用する液体合成燃料製造プロセス 

３．本研究の成果 

FT テールガスから合成ガスを製造する条件の検討と触媒による改質実験を行いました。その結果、触媒の

量を増やすと CH4 が減り、合成ガスの主成分である H2 と CO が増えることが分かりました。しかし、触媒

の量が多いと反応に必要な熱が増え、温度が下がるという課題も見つかりました。このことから、FT テール

ガスを効率よく合成ガスに変えるには、反応に必要な熱を効率的に供給することが重要だと分かりました。 

４．今後の展開 

今後は、触媒の性能を向上させることに加え、反応への熱の伝え方や最適な改質条件について研究を進め、

FT テールガスを効率よく合成ガスに変えるための電気改質技術を確立していきます。 
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本内容は 10 月 29 日（木）から開催される石油学会北九州大会（第 56 回石油・石油化学討論会）で発表さ

れる。 


